
平成30年2月6日

荒　川　区

平成30年度予算主要事業



NO 事　　　業　　　名 予　算　額

１５７万円

２，１７４万円

５，１８３万円

８１万円

３００万円

８，４７３万円

５，２６４万円

４４２万円

５８６万円

１，０２４万円

平成３０年度予算主要事業

1

区内コンビニエンスストアへのＡＥＤ設置

　いざという時に誰でもＡＥＤを使用できるよう、思い出しやすく広く認知されている区内の２４時
間営業のコンビニエンスストアにＡＥＤを設置する。

2

感震ブレーカー等の無料配付＜新規＞

　地震時の強い揺れを感じた時に、ブレーカーやコンセント等の電気を自動的に止める「感震ブ
レーカー」のさらなる普及促進を図るため、高齢者世帯等を対象として「感震ブレーカー」及び
「自動点灯ライト」を無料配付し、燃えない、燃え広がらないまちづくりを推進する。

3

空き家対策のさらなる推進

　災害時の危険度が高い木造住宅密集地域において、空き家所有者の調査・特定を実施し、除
却・活用などの働きかけを行うとともに、市場に流通していない空き家情報を区のホームページ
に掲載し、需要と供給のマッチングを図る「空き家バンク」を創設する。

4

あらかわエコジュニアクラブの創設＜新規＞

　次世代の環境活動の担い手を育成するため、環境に関心のある小学生を対象に、通年メン
バー制の連続講座を実施する。座学に加え見学・自然体験などを織り交ぜ、メンバー同士の繋
がりを作るとともに、クラブ卒業後も引き続き活動できる仕組みを作る。

5

集合住宅向け省エネ化促進事業の拡充

　区独自の省エネ診断結果に基づき更新・導入を行う集合住宅共用部設備助成の対象を拡大
し、大規模にエネルギーを消費する集合住宅のさらなる省エネ化を促進する。

6

不燃ごみの全量を選別・資源化

　２９年度から試行した不燃ごみの選別・資源化事業を区内全域に拡大し、不燃ごみの全量を
選別・資源化する。

7

在宅高齢者に対する生活支援体制の推進

　高齢者が住み慣れた地域で暮らし続けられるよう、地域包括支援センターの機能強化を図る
とともに、介護保険以外の新たな生活支援サービスの担い手を掘りおこし、地域の力を引き出
す仕組みを構築する。

8

銭湯を活用した生活支援＜新規＞

　銭湯を活用して独居高齢者等の安心な入浴を確保し、自立した生活を支援するとともに、区民
の地域活動への参加の促進を図る。

9

聴覚障がい者に対するコミュニケーション支援の充実＜新
規＞

　遠隔手話オペレーターを活用した電話代行サービスを導入し、自宅や外出先からオペレー
ターを活用した問合せが可能となることで、聴覚障がい者の日常生活の利便性の向上を図る。

10

産後ケア事業の拡充

　産後ケア事業の対象を初産婦からすべての妊産婦に拡大するとともに、宿泊型に加え、日帰
り型を新たに実施する。また、実施医療機関を２か所から近隣区を含めた４か所に拡大し、育児
に対する不安や心身の負担軽減を図る。



NO 事　　　業　　　名 予　算　額

６億７２５万円

１７億９，９５９万円

７億５，４４２万円

９３２万円

６６９万円

２７５万円

３，５３２万円

２５５万円

９２４万円

２，６９８万円

14

学校体育館における空調設備の設置＜新規＞

　災害時に避難所で生活される方々の健康対策や児童・生徒の熱中症対策等のため、すべて
の小・中学校体育館に空調設備を設置する。３０年度は、モデル校での空調効果等の検証を実
施し、その検証結果を踏まえ、全校導入を進める。

11

区立児童相談所設置に向けた取り組みの推進

　児童相談行政のさらなる充実を図るため、都や特別区間の連携体制を確保した上で、３２年度
の区立児童相談所設置を目指す。また、里親登録数の増加に向けた普及啓発事業の実施な
ど、社会的養護の充実を図るための取り組みを推進する。

12

待機児童解消に向けた保育定員のさらなる拡大

　国有地や鉄道敷地を活用した保育所整備など、あらゆる方法を用いて保育定員の拡大を図
り、待機児童の解消に向けた取り組みを継続する。

13

魅力と輝きを増す荒川遊園リニューアル

　荒川遊園改修基本計画に基づき、改修工事に着手する。休憩・食事スペースの拡張やバリア
フリー対応等を行い、さらに利用しやすく魅力的な施設へのリニューアルを行う。

15

タブレット端末を活用した多言語対応＜新規＞

　窓口や街なかで、区内在住の外国人がより快適な行政サービスを受けられるよう、タブレット
端末を活用した通訳クラウドサービスを導入する。タブレット端末を使い、画面を通じてオペレー
ターが対面での通訳を行うことにより、迅速かつ的確な行政サービスを提供する。

16

区内での創業支援の強化＜新規＞

　隔年で開催するビジネスプランの公募に向けて、起業家を２年間にわたり育成するための実践
的なセミナーを複数回開催する。優れたプランを提案し、区内で創業した起業家には、事務所等
賃料補助をはじめ効果的な支援を実施し、区内産業のさらなる発展を図る。

17

区内中小企業の人材確保・定着支援の充実

　区内企業の採用から定着までの一貫した人材確保支援を行い、新たに区内企業の若手従業
員のスキルアップや企業間交流のため、合同研修会を区が実施する。勤労者サービスセンター
においても、中小企業の福利厚生を支援する。

18

太田道灌を活用した区の魅力発信＜新規＞

　区にゆかりのある「太田道灌」をテーマとした物販イベントを地域と連携し開催することで、区内
への誘客促進を図る。また、「太田道灌」に関する観光スポットを巡るまちあるきを行い、区の魅
力をＰＲする。

19

あらかわバラの市１０周年

　１０周年の節目を迎えることから、主会場である町屋駅前会場のほかに、区のランドマークで
ある「ゆいの森あらかわ」を新たな会場に加えて開催し、区内外に「バラのまち　あらかわ」を広
める。

20

「俳句のまち　あらかわ」推進プロジェクト

　子どもから大人まで俳句文化の裾野を広げ、豊かな心を育むため、俳句に触れることができる
機会を増やす。また、「俳句のまち　あらかわ」を区内外へ強く発信するため、様々な方法でPR
を行い、にぎわいの創出を図る。



NO 事　　　業　　　名 予　算　額

３，０１４万円

１３億８，５５１万円

９億７，３０５万円

23

「読書のまち　あらかわ」の推進＜新規＞

　「読書のまち　あらかわ」として、誰もが身近に本に触れ合えるまちづくりを進めるとともに、多
世代が読書に親しみ、学びながら交流できる図書館づくりを目指す。

21

オリンピック・パラリンピックに向けた気運の醸成

　障がい者スポーツへの理解を深めるイベントの開催、文化プログラムの実施、区立幼稚園・小
中学校におけるオリンピック・パラリンピック教育を通して、東京２０２０オリンピック・パラリンピッ
ク競技大会に向けて気運を高め、より一層のスポーツ振興、文化振興を図る。

22

荒川総合スポーツセンターリニューアル＜新規＞

　区内最大の屋内スポーツ施設である荒川総合スポーツセンターをだれもが快適に、安全に利
用できる施設に大規模改修し、２０２０年のリニューアルオープンを目指す。



事業名　区内コンビニエンスストアへのＡＥＤ設置

予算額

○

○

　１７年度　　　　　ひろば館、学校等に設置

　２１～２３年度　　２４時間営業店舗・事業所に設置

　２９年度　　　　　町会会館に２４時間使用できる外付けＡＥＤを設置

【問合せ先】

　また、消防署とも協力して講習会等を充実させ、ＡＥＤを操作で
きる方を増やすことで、区民の安全・安心につなげます。

　【ＰＲポイント】

ここに行けばある！
広く認知されているコンビニエンスストアにＡＥＤを設置
し、いざという時に役立てる

いつでも使える！
２４時間営業のコンビニエンスストアに設置することによ
り、いつでも使用できるＡＥＤが充実

　いざという時に素早くＡＥＤを使用できるよう、区では１７年度以降、
区内各所にＡＥＤの設置を進めてきました。

　さらに、２４時間営業コンビニエンスストアに設置を進めること
で、より身近になり、必要な方により早くＡＥＤを使用できること
が期待できます。

区民生活部　防災課長　　中原　毅　　内線４９１

１５７万円

コンビニエンスストアと連携！
区内のコンビニエンスストアの協力を得て８０店舗以上に
ＡＥＤを設置

○

区施設（小・中学校、ふれあい館、福祉施設等） ２４５台

町会、自治会、商店街連合会 ５５台

店舗、事業所 １５台

現在　３１５台　を設置

※うち９２台が２４時間使用可能
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事業名　感震ブレーカー等の無料配付＜新規＞

予算額

○

○

２３年度～　４００件(一般世帯含む)

２７年度～　４７９件(高齢者のみ世帯）

２８年度～　２９７件(一般世帯含む)

※平成２９年１２月末現在

○

○

○

【問合せ先】

さらに、照明が消えたときのために「自動点灯ライト」を
あわせて配付し、安全性を確保

希望する方には、自宅へ訪問して無料で設置

　区ではこれまで、高齢者等が安心して暮らせるまちづくりのため、さまざま
な屋内安全対策事業を進めてきました。

区民生活部　防災課長　　中原　毅　　内線４９１

家具類転倒・落下防止器具取付助成◇

ＩＨ調理器等購入費助成

感震ブレーカー設置・購入助成

◇

◇

２，１７４万円

　【ＰＲポイント】

○

「感震ブレーカー」のさらなる普及促進を図るため、特に発災時に避難行
動をとることが難しい高齢者のみ世帯、障がい者のいる世帯や、住民税非
課税世帯を対象に「感震ブレーカー」及び「自動点灯ライト」の無料配付
を実施します。

また、訪問設置を行う際、各種の屋内安全対策に関する助成事業について
の内容説明や相談対応を行うことで、これらの機器の設置を促進します。

これらの取り組みにより、「高齢者等が安心して暮らせるまちづくり」、
また、大規模震災時にも「燃えない、燃え広がらないまちづくり」を目指
します。

高齢者世帯等に、強い揺れを感知したときに電気を自動的
に止め、通電火災を未然に防ぐ「感震ブレーカー」を無料
で配付

-2-



事業名　空き家対策のさらなる推進　

予算額

○

○

◇ 空き家を含む危険老朽建築物の除却　　　　　　　２４年度～　３７９件

うち空き家の除却

□ 寄附除却制度によるもの 　　　　　　　　２６年度～　　３６件

□ 除却費用の１００％助成制度によるもの 　２７年度～　１０９件

◇ 建築や法律等の専門家が相談に応じる無料相談会

２９年度～ 　１４件（２回開催）

※平成３０年１月末現在

【問合せ先】

災害時の危険度が高い木造住宅密集地域において、空き家
所有者の調査・特定を実施し、除却・活用などを働きかけ
ます

市場に流通していない空き家情報を区のホームページに掲
載し、需要と供給のマッチングを図る「空き家バンク」を
創設します

５，１８３万円

　【ＰＲポイント】

防災都市づくり部　防災街づくり推進課長　村山　洋典　　内線２８２０

　防災、防犯、衛生、景観といった面から、区民に不安と悪影響を及ぼしてい
る空き家問題の解決に向けて、個別のアプローチを積極的に進めるとともに、
さまざまな支援策を順次拡充し、対策を進めてきました。

　今後も、空家等対策計画及び空家等対策の推進に関する条例に基づき、これ
までの除却への支援等に加え、空き家の流通・活用の促進を含めた総合的かつ
計画的な対策を進めます。
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事業名　あらかわエコジュニアクラブの創設＜新規＞

予算額

○

○

○

　○

　○

　○

【問合せ先】

子どもたちの横の繋がりを強め、クラブ卒業後も引き続き活動に関われる
仕組みとすることで、環境活動の将来的な受け皿となるグループの育成が
図れます。

多忙で環境問題を考える機会が少なくなりがちな親世代にも、子どもの環
境学習や成果発表を通して環境意識が向上します。

座学だけでなく実際の現場見学や自然体験、ワークショッ
プ等を織り交ぜることで、環境への理解をより促進

次世代の環境活動の担い手となる環境区民を育成することで、地域での環
境活動のさらなる活性化や、日々の環境保全の取り組みを促進します。

環境清掃部　環境課長　　山形　実　　内線４８１

年間を通じたメンバー制の連続講座による体系的な環境学
習の機会を提供

８１万円

次世代の環境活動の担い手を育成

　区ではこれまで、あらかわエコセンターでのエコ教室やワークショップの開
催、あらかわリサイクルセンターでのリサイクル資源を活用した工房・教室や
区内全小学校の施設見学などを通じて、環境問題等について知り、体験し、考
えることで、多くの子どもに自ら環境をより良くするためのアクションを起こ
すための学習機会を提供してきました。
　３０年度からは、小学校高学年を対象に「エコジュニアクラブ」を創設し、
年間を通じた多分野に渡る連続講座を実施することにより、従来の一回限りの
講座では取り組むことができなかったテーマにも挑戦します。

　【ＰＲポイント】
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事業名　集合住宅向け省エネ化促進事業の拡充

予算額

○

　○

　○

　○

【問合せ先】

　区ではこれまで、家庭用燃料電池や太陽光発電システムの設置・施工などに
対してエコ助成を行ってきました。
　２９年度からは、区内のＣＯ２排出量の約４割を占める家庭部門のＣＯ２排
出量をさらに抑制するため、集合住宅の管理組合等が更新・導入を行う共用部
の省エネ診断やＬＥＤ照明化の助成を開始しました。
　３０年度は、ＬＥＤ照明化に加え、給水ポンプやエレベーターなどの省エネ
改修を助成対象に追加し、集合住宅のさらなる省エネ化を促進します。

　※省エネ診断:４３件、ＬＥＤ照明化助成:２３件（平成３０年１月末現在）

費用の面から、導入への賛同が得られにくかった区分所有住宅において
も、区の助成が受けられることで、合意形成がされやすくなります。

３００万円

　【ＰＲポイント】

○ 従来のＬＥＤ照明化に加え、給水ポンプやエレベーターな
どの省エネ改修を助成対象に追加

省エネ機器導入への助成により、早期に投資額を回収しつ
つ環境負荷の低減に貢献

ＬＥＤ照明以外の高効率な設備の導入も促進され、建物全体の省エネ化に
貢献します。

既にＬＥＤ照明が導入されており、これまで助成対象でなかった集合住宅
においても、省エネ化の取り組みが促進します。

環境清掃部　環境課長　　山形　実　　内線４８１
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事業名　不燃ごみの全量を選別・資源化

予算額

　○

　○

【問合せ先】

収集した不燃ごみを１３種類の品目（鉄等の金属物、陶磁器くず、紙類等
の可燃物、びん・ガラス、小型家電類等）に選別し、資源化します。

最終処分場に搬入する不燃ごみ量を大幅に削減

　【ＰＲポイント】

環境清掃部　荒川清掃事務所長　　伊藤　勝弘　　内線４７２

　２９年度から試行した不燃ごみの選別・資源化事業を区内全域に拡大し、不
燃ごみの全量を選別・資源化します。

最終処分場に搬入する不燃ごみ量を現在の約１０分の１まで削減すること
により、最終処分場の延命化につなげることができます。また、最終処分
場での処理作業経費、埋め立て処分費の削減ができます。

８，４７３万円

不燃ごみの中から、資源となるものを選別・回収し、資源
化率を向上

○

○

32
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事業名　在宅高齢者に対する生活支援体制の推進

予算額

○

○

○

　○

　○

　○

【問合せ先】 福祉部　高齢者福祉課長　　堀　裕美子　　内線２６６０

高齢者を含め、多くの区民が地域活動に参加し、サービスの担い手となる
ことで、その方自身の介護予防につなげるとともに、活動する様々な方々
のネットワーク形成を支援することで、地域活動のさらなる活性化につな
げます。

５，２６４万円

　【ＰＲポイント】

　高齢者が住み慣れた地域で継続して暮らせるよう地域包括ケアシステムを
さらに推進するため、地域包括支援センターのマネジメント機能を強化しま
す。
　併せて、生活支援コーディネート業務を開始し、介護保険以外の生活支援
サービスの担い手に成り得る地域資源等を探し、地域の力として活かします。

地域包括支援センターの機能を強化することで、地域包括ケアシステムの
さらなる推進を図ります。

ボランティア等の担い手を掘りおこし、例えば外出に不安がある高齢者が
高齢者サロン等に出かける際の外出支援など、介護保険によらない地域で
の助け合いの仕組みづくりを進めます。

地域包括支援センターの機能強化

地域包括支援センターで生活支援コーディネート業務開始

地域での助け合いの仕組みづくりによる地域活動の活性化
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事業名　銭湯を活用した生活支援＜新規＞

予算額

○

○

○

◇

◇

◇

【問合せ先】 福祉部　高齢者福祉課長　　堀　裕美子　　内線２６６０

４４２万円

　【ＰＲポイント】

独居等の高齢者が安心して入浴できる環境の整備

ボランティア活動の場の拡大による地域活動への参加促進

高齢者の利用拡大による銭湯の需要喚起

　荒川区はこれまで、高齢者が住み慣れた地域で安心して暮らし続けられるよ
う、さまざまな高齢者施策を行ってきました。

ＩＨ調理器等購入費助成（２７年度～）
　高齢者の火災に対する安全を確保するため、電磁調理器や安全装置のつ
いたガスコンロへの買い替え費用を助成
（累計：４７９件）

みまもりネットワーク事業（２３年度～）
　区と地域の関係機関（警察・消防・町会・民生委員・地域包括支援セン
ター等）が連携して高齢者を見守る活動のネットワーク
（登録高齢者数：５，０２７人）

ふれあい粋・活サロンの支援（２９年度～）
　地域での住民主体による介護予防や健康づくりの場であるふれあい粋・
活サロンの活動を支援
（サロン開設数：８３件）

　今後はさらに、生活支援の取り組みとして、一人暮らし等で入浴が不安な高
齢者を対象に、区内の銭湯の協力を得て、入浴を見守る人の配置と銭湯までの
外出支援ボランティアの活用をすることにより、安心して入浴ができる環境整
備を行います。

※平成２９年１２月末現在
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事業名　聴覚障がい者に対するコミュニケーション支援の充実＜新規＞　

予算額

【これまでの課題】
　○

【新サービス導入の利点】

　○

　○

【問合せ先】 福祉部　障害者福祉課長　　本木　理恵子　　内線　２６８０

５８６万円

　【ＰＲポイント】

○ 手話ができるオペレーターを活用した電話代行サービスの
導入により、聴覚障がい者がご自身のスマートフォンを使
い、自宅や外出先で電話でのコミュニケーションが可能に
なります！

お一人で電話をすることができない聴覚障がい者は、どこかに連絡をする
場合、ＦＡＸやメールを活用していますが、相手に届いたかどうか確認も
難しく、相手の返答に時間がかかる場合があり、リアルタイムでのコミュ
ニケーションが難しい状況です。

新しく導入する電話代行サービスでは、聴覚障がい者が自分のスマート
フォンを使って、自宅からでも外出先からでも、オペレーターと手話等を
通じて、リアルタイムにコミュニケーションできるようになります。

区役所窓口では専用のタブレット端末を通して、オペレーターが聴覚障が
い者と区職員のやり取りを手話と音声で同時通訳することで、各種手続き
が行えるようになります。

　　　　

電話代行サービス
リアルタイムで
コミュニケーション可能！

聴 覚

障がい者

遠隔手話オペレーター

連絡先

音声通話 手話等でのやり取り
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事業名　産後ケア事業の拡充

予算額

○

○

　○

　○

【問合せ先】

産後ケア事業の対象を初産婦からすべての妊産婦に拡大○

助産師等から育児指導を受けることで、育児に対する不安の軽減につな
がり、児童虐待の未然防止が図れます。

初産婦のみ すべての妊産婦を対象

実施場所を倍増

【利用施設イメージ】

１，０２４万円

　【ＰＲポイント】

実施医療機関を２か所から近隣区を含む４か所に倍増

　出産後に家族等からの援助が受けられない生後４か月までの子と母親を対象
に、医療機関等で産後ケア事業を実施し、母親に休養の機会を提供するととも
に、助産師等による育児指導・支援により妊産婦の心身のケアを図ります。
　利用者からは、「いつでも困ったことを相談できるので安心して過ごすこと
ができた」「アドバイスで肩の力が抜け心身ともにリラックスできた」などの
喜びの声をいただいており、対象を拡大するなど充実を図ります。

３０年度２９年度

区内2か所の医療機関

区が利用料を８割負担します。
宿泊型　　１日３０，０００円が６，０００円(税抜)で利用できます。
日帰り型　１回２０，０００円が４，０００円(税抜)で利用できます。

子育て支援部　子育て支援課長　　伊藤　節子　　内線３８１０

宿泊型に加え、気軽に利用できる日帰り型を新設

宿泊型のみ 日帰り型も選択可
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事業名　区立児童相談所設置に向けた取り組みの推進

予算額

　○

　○

【問合せ先】

区立児童相談所の開設と併せて、里親や児童養護施設などの社会的養護に
係る体制整備を行うことにより、子どもの状況に合わせた支援の充実が図
れます。

子育て支援部児童相談所準備担当課長　西浦　啓子　内線３８４０

６億７２５万円

　【ＰＲポイント】

○ ２３区の中で率先して、３２年度の区立児童相談所開設を
目指します

○ 里親登録数の増加に向けた普及啓発など、社会的養護の充
実を図るための取り組みを推進し、子どもたちが健やかに
成長できる養育環境を整備します

先駆的な取り組みを行う児童相談所への職員派遣や、経験
豊富な人材の採用を通じ職員体制の充実・強化を図ります

○

　２８年度中に全国の児童相談所が児童虐待相談として対応した件数は過去最
多となり、区の虐待相談対応件数も３０３件と、同様に過去最多となっていま
す。区では、法的権限に基づいた専門性の高い支援を行い、児童相談行政のさ
らなる充実を図るため、都や特別区間の連携体制を確保した上で、３２年度の
区立児童相談所開設を目指します。また、虐待等の理由により親と暮らすこと
ができない子どもを公的責任において社会的に養育する体制の整備に取り組み
ます。

区が児童相談所を設置することで、児童虐待の未然防止をはじめとした子
どもに関するあらゆる課題に総合的に対応できます。

0

100

200

300

400

H24 H25 H26 H27 H28

件
数
（
件
）

【区の虐待相談対応件数の推移】 【外観イメージ】
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事業名　待機児童解消に向けた保育定員のさらなる拡大

予算額

○

【問合せ先】

新たな私立認可保育園を３０年度に４園、３１年度に６園
開設するなど、６００人超の定員拡大

１７億９，９５９万円

○

　【ＰＲポイント】

子育て支援部　保育課長　大森　重紀　　内線３８２０

国有地や鉄道敷地の活用など、多様な手法で新たな保育園
を整備

　区では増大する保育需要に対応するため、国家戦略特区の規制緩和を活用し
た都市公園内への保育所整備や、民有地・賃貸物件の積極的な活用により、１
０年間で２,２００人以上の保育定員を拡大しました。
　今後もさらなる需要の拡大が見込まれるため、国有地や鉄道敷地などを活用
した保育所整備を推進し、平成３１年４月までに６００人を超える保育定員の
拡大を予定しています。
　引き続きあらゆる方法を用いて保育定員の拡大を図り、待機児童の解消につ
なげます。
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保育定員の推移
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事業名　魅力と輝きを増す荒川遊園リニューアル

予算額

○ ３２年度の開園７０周年にあわせ荒川遊園をリニューアル

○ 授乳室や休憩・食事スペースを拡張、さらに利用しやすく

○ 一時閉園前にクロージングイベントを開催

　

今後のスケジュール

　○

　○

　○

【問合せ先】

観覧車やメリーゴーランド等の大型遊戯施設を更新するとともに、車いす
利用者への対応など、バリアフリーの向上が図れます。

授乳室や休憩・食事スペースを拡張し、子育て世代がさらに利用しやすい
環境が整います。

リニューアル工事にともなう一時閉園前にイベントを開催するとともに、
工事中の園内風景をライブ配信し、生まれ変わる荒川遊園への期待感を高
めます。

子育て支援部　荒川遊園課長　　山下　英男　　内線４６９

７億５，４４２万円

　【ＰＲポイント】

　都内唯一の公営遊園地であり、日本一遅いジェットコースターなど、低年齢
のお子さんでも安心して遊べ、お財布にも優しい荒川遊園を、さらに魅力的な
施設へリニューアルします。
　
　①観覧車をはじめとした大型遊戯施設を更新します。
　②休憩・食事ができるスペースを拡張し、ゆとりある空間を設けます。
　③夜間のイルミネーションを実施します。
　

３０年度　・一時閉園前イベント
　　　　　・改修工事着手（１２月～）
               ・リニューアル工事中のライブ映像配信
３２年度　・リニューアルオープン
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事業名　学校体育館における空調設備の設置＜新規＞

予算額

○

○

　○

　○

【問合せ先】 教育委員会事務局　教育施設課長　　平野　興一　　内線３３２０

　区では、東日本大震災や熊本地震等を踏まえ、防災区民組織を核とする避難
所開設・運営訓練を実施しています。
　現在は、すべての避難所に開設・運営マニュアルを整備し、訓練等を通じて
検証を行いながら、避難所における様々な課題への対応力の強化に取り組んで
います。

　学校体育館は避難所として中心的な役割を担うことから、その防災機能の強
化は極めて重要です。
　そこで、災害時に避難所で生活される方々の健康対策や児童・生徒の熱中症
対策等のため、すべての小・中学校体育館に空調設備を設置します。

　各体育館で広さや立地条件も異なることから、３０年度は、モデル校での空
調効果等の検証を実施し、その検証結果を踏まえ、全校導入を進めていきま
す。

猛暑や厳しい寒さの中で、大震災が発生し、学校体育館への避難が必要に
なった場合であっても、高齢者の方々や小さな子どもたちも安心して避難
所生活を過ごすことができます。

児童・生徒の健康を守り、学校行事の円滑化が図れるなど、教育環境の向
上にも大きな効果が期待できます。

９３２万円

　【ＰＲポイント】

災害時に避難所となるすべての学校体育館に空調設備を設
置

教育環境のさらなる充実を図るとともに、学校施設の防災
機能を一層強化
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事業名　タブレット端末を活用した多言語対応＜新規＞

予算額

○

　○

　○

　○

【問合せ先】 総務企画部　企画担当課長　　上田　望　　内線２１４０

○

　窓口や街なかで、区内在住の外国人がより快適な行政サービスを受けられる
よう、タブレット端末を活用した通訳クラウドサービスを導入します。タブ
レット端末を使い、画面を通じてオペレーターが対面での通訳で職員との橋渡
しを行うことにより、迅速かつ的確な行政サービスを提供します。

近年、人口が急増しているベトナム語やネパール語を含む最大１２言語の
通訳が可能となり、区内に居住するほとんどの外国人に対応することがで
きます。

窓口に限らず、庁舎外でも保健指導などの訪問相談やごみ出しルールの啓
発にタブレット端末を活用することで、よりきめ細やかな行政サービスを
提供するとともに、近隣トラブルの防止につなげます。

６６９万円

　【ＰＲポイント】

タブレット端末を活用し、窓口だけでなく、保健指導やご
み出しルールの啓発等にも活用！

年度末の窓口が混雑する時期に円滑な対応を実施するため、本年２月１日
より本庁舎１階総合案内と国保年金課窓口にタブレット端末を先行配置
し、サービスを一部開始しました。

最大１２か国語に対応！通訳クラウドでスムーズなコミュ
ニケーションを実現

Quý khách có yêu c  u gì?

どんなご用件でしょうか？
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事業名　区内での創業支援の強化＜新規＞

予算額

○

　○

　○

　○

注１　アントレプレナー（entrepreneur)とは・・・

英語で　事業を起こす人　起業家　の意味

◎創業支援セミナー受講者の創業者数　６名(２８年度)

注２　事務所等賃料補助制度とは・・

区内で事務所等を借りて起業・創業する方に、その事務所等の賃料を

最長２年間補助します。

【補助限度額：１年目５万円・２年目３万円（月額）】

【問合せ先】

　実践的なアントレプレナー
(注1)

セミナーを年４～５回開催し、翌年のビジネス

プラン発表審査会で優秀な成績を修めた方に対し、事務所等賃料補助制度
(注２)

を活用することで、区内の起業・創業に結び付けます。

２７５万円

より実現可能性の高いビジネスプランの提案が期待できます。

産業経済部　経営支援課長　　陣内　惠子　　内線４５５

優秀なビジネスプランを提案し、区内で起業・創業した方
には、その事務所等の賃料を最長２年間補助

事務所等賃料補助制度の活用により、区内での起業・創業が期待できま
す。

起業・創業後も、事業相談等の効果的なフォローアップができます。

○ ２年間にわたり、起業家の卵を支援し、そのビジネスプラ
ンをブラッシュアップ

　【ＰＲポイント】

アントレプレナー

セミナー参加
ビジネスプラン

審査参加

区内で創業
【事務所等賃料補助】

効果的な

フォローアップ

|

|

|

|

30年度 31年度
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事業名　区内中小企業の人材確保・定着支援の充実

予算額

○

○

　○

　○

　○

【問合せ先】

若手従業員合同研修会を実施し、採用規模の小さい企業の人材育成を支援
します。また、業種を越えた同年代交流の場の提供を図ります。

求人ニーズにあわせて、募集から採用、定着まで一貫した支援を実施し、
区内中小企業の発展・拡大をサポートします。企業の雇用条件なども提案
し、企業の魅力アップや従業員の働きやすい職場を作ります。

３，５３２万円

　【ＰＲポイント】

○

産業経済部　就労支援課長　　前田　德英　　内線　４６５

都内唯一、広域展開している勤労者サービスセンターで、
中小企業の福利厚生充実を支援

区内企業の若手従業員のスキルアップや企業間交流のた
め、合同研修会を区が実施

キャリアコンサルタントなど人材育成の資格を有する専属
コーディネーターが、中小企業の採用から定着まで一貫し
てコンサルティング

　雇用情勢の改善に伴い、人材確保や研修が困難な区内中小企業の採用から定
着を支援する事業を２９年度から実施しています。（採用支援：３２社　平成
２９年１２月末現在）
　３０年度からは、若手従業員のスキルアップや企業間交流を目的とした合同
研修会を実施します。
　都内唯一、広域展開している勤労者サービスセンターの運営支援を行い、中
小企業の福利厚生の充実を図ることで人材の確保・定着につなげます。

広域展開（荒川・北・豊島・杉並）している勤労者サービスセンターの運
営を区が支援します。企業は低コストで福利厚生の充実を図り、人材の確
保・定着につなげることができます。
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事業名　太田道灌を活用した区の魅力発信＜新規＞

予算額

○

○

○

　○

　○

　○

【問合せ先】

２５５万円

　【ＰＲポイント】

産業経済部　観光振興課長　　石﨑　正剛　　内線　４６０

まちあるきツアーでは、日暮里繊維街なども案内することで、地域経済の
活性化を図ります。

太田道灌にゆかりのある他の自治体と連携した物販イベントとすること
で、区内のにぎわいを創出するとともに、道灌の魅力をより深く知ってい
ただく機会を作ります。

魅力的な観光資源である太田道灌に関するイベントを実施することで、区
の魅力向上を図ります。

　日暮里地域には、勇壮な騎馬像や道灌山、道灌丘碑といった太
田道灌に関する観光資源が点在しています。そこで、道灌にゆか
りのある史跡などを案内するまちあるきツアーの他、地域の商店
会が日暮里駅前イベント広場で開催しているにっぽりマルシェと
連携した物販イベントを行うことで、にぎわいを創出し、地域経
済の活性化を図ります。

太田道灌をテーマとしたイベントで、区への来訪を促進

太田道灌と区の関わりを活かし、区の魅力をさらに高め、
区内外へ積極的に観光情報を発信

太田道灌は江戸城築城で知られる室町時代の武将であり、
道灌山の地名や、山吹の里伝説の候補地とされる泊船軒の
「山吹の塚」などで区にゆかりのある人物
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事業名　あらかわバラの市１０周年

予算額

○

　○

　○

　○

　○

【問合せ先】 防災都市づくり部　道路公園課長　　大木　浩　　内線２７３０

　「あらかわバラの市」は、今年１０周年を迎えます。これを記念して、これ
までの町屋駅前会場のほかに、区のランドマークである「ゆいの森あらかわ」
を新たな会場に加えて開催し、区内外に「バラのまち　あらかわ」を広めてい
きます。

これまでの町屋駅前会場に加え、区のランドマークである「ゆいの森あら
かわ」で開催することで、バラをはじめとする都電沿線の観光資源を効果
的にＰＲします。

都電沿線のバラを楽しんでもらうとともに、子どもたちに
も楽しめるイベントを開催

　
１０周年の節目を迎え、町屋駅前会場のほかに、「ゆいの
森あらかわ」を新たに加えて開催

会場や都電沿線のバラの見所にフォトスポットを設置し、多くの来場者に
写真撮影を楽しんでもらうとともに、ＳＮＳ等に広く取り上げてもらい、
荒川区のバラを区内外に発信します。

プロの園芸家による「バラの育て方講習会」を実施するなど、来場された
多くの皆様にバラを始めとする「花や緑」をＰＲし、区民の緑化活動への
参加を促進します。

９２４万円

○

　【ＰＲポイント】

「ゆいの森あらかわ」では、子どもたちにも楽しめる大道芸などのイベン
トを企画するとともに、特別区全国連携プロジェクトの一環として物産展
を開催するなど、バラの市を盛り上げます。
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事業名　「俳句のまち　あらかわ」推進プロジェクト　

予算額

○

　○

　○

　○

【問合せ先】

２，６９８万円

○ 子どもから大人まで俳句に親しめる多彩な事業を展開し、
俳句の裾野を広げます

　【ＰＲポイント】

区内地域団体および俳句団体と連携し、子どもを対象とした俳句教室、子
育て世代も参加できるような託児付きの句会や俳句の鑑賞を楽しむイベン
トなど、多彩な事業を展開します。

ユネスコ写真

地域文化スポーツ部　文化交流推進課長　谷井　千絵　内線２５２０

平成２７年から運行しているラッピング都電のデザインを一新し、より一
層「俳句のまち　あらかわ」を区内外にＰＲします。

区内の風景や情景を写真に撮り俳句を詠む「フォト俳句コンテスト」や芭
蕉に扮して千住大橋を渡る「芭蕉の大橋渡り」などを継続実施し、地域の
にぎわいづくりをさらに進めます。

　子どもから大人まで俳句文化の裾野を広げ豊かな心を育むため、区内地域団
体及び俳句団体との連携により多彩な事業を展開し、俳句に親しむ機会を増や
します。また、「俳句のまち　あらかわ」を区内外へ強く発信するため、ラッ
ピング都電のデザインを一新し、車内への俳句の掲出をはじめ、様々な方法で
「俳句のまち　あらかわ」をＰＲします。

デザインを一新したラッピング都電を活用して
「俳句のまち　あらかわ」を区内外にＰＲします

＜芭蕉の大橋渡り＞＜南千住駅前の松尾芭蕉像＞
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事業名　オリンピック・パラリンピックに向けた気運の醸成

予算額

○

○

　○

　○

【問合せ先】

障がい者スポーツを広く普及するとともに区民のスポーツ
活動をサポート・指導する人材を育成します

地域文化スポーツ部　スポーツ振興課長　泉谷 清文　内線３３７０

３，０１４万円

子どもたちが、オリンピック・パラリンピックの意義を学ぶことを通じて
国際感覚を養い、障がい者への理解を深め、健全な育成に寄与します。

　【ＰＲポイント】

　区民一人ひとりが、自分にあったスポーツへの関わり方を見つけ、気軽にス
ポーツを楽しむことのできる環境の整備、機会の充実を進めます。
　障がい者スポーツに関する基礎知識を持つ人材の育成や、障がい者スポーツ
フェスティバルの開催により、広く区民に障がい者スポーツを知ってもらうと
ともに、障がい者スポーツに親しむ機会を提供し、運動への意欲を高め、東京
２０２０オリンピック・パラリンピック競技大会に向けて気運を高めます。

誰もが気軽にスポーツを楽しむことのできる環境を、地域
のスポーツリーダーを中心に地域と一緒に整えていきます

　

アスリートへの活動支援やスポーツを支える人材を育成し、障がい者ス
ポーツフェスティバルなどを充実させるとともに、地域でオリンピアン・
パラリンピアンを応援する仕組みづくりを行います。また、区民一人ひと
りのスポーツの楽しみ方を広げるなど、文化プログラムを加えて、オリン
ピック・パラリンピックの気運を高めます。

スポーツ・
アスリート

区⺠地域 区

UP！
(気運醸成)

・競技⼒の向上
・スポーツ実施率の向上
・地域⼒の向上
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事業名　荒川総合スポーツセンターリニューアル＜新規＞

予算額

○

○

《今後のスケジュール》 ３０年度　実施設計

３１年度　改修工事

３２年度　リニューアルオープン

　○

　○

　○

【基本設計時の施設イメージ】

【問合せ先】

長く、区民に愛し続けられる施設となるため、外壁の全面改修など、今後
３０年利用することが可能な施工を行い、施設の長寿命化を図ります。

競技エリアに対応した空調設備の導入など全室を空調化します。また、エ
ントランスや駐輪場の再編など、施設配置を見直し、快適性・機能性を向
上します。

エレベーターの増設など全館バリアフリー対応とし、トイレ・シャワー等
の衛生設備を更新します。新たにイベントスペースを設置するとともに、
明るく開放的な雰囲気の内装へと改修し、誰もが利用しやすい施設へと生
まれ変わります。

２０２０年開館！より快適に、より安全に、より多くの
区民に利用されるスポーツセンターにリニューアル

エレベーター増設によるバリアフリー対応や、大体育室の
輻射冷暖房設備等の競技エリアに対応した空調の整備など
快適性・機能性を向上

１３億８，５５１万円

　【ＰＲポイント】

　荒川総合スポーツセンターを２０２０年にリニューアルオープンし、より多
くの区民がスポーツを楽しむ環境を整備します。

地域文化スポーツ部　スポーツ振興課長　泉谷 清文　内線３３７０
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予算額

○

○

　◇

　◇

　◇

　◇

　◇

　○

　○

【問合せ先】 地域文化スポーツ部　地域図書館課長　中野　猛　内線　４３９

「読書のまち　あらかわ」を発信し、本のあふれる街づくりを進めます。

日暮里図書館の大規模改修を行い、本年４月に新たに開館します。

区立図書館と街なか図書館が地域の知恵袋となり、区民の生活を豊かにし
ます。

新尾久図書館では、区内初の公園内図書館として公園利用者を取り込みな
がら、本や人との出会いの場や世代間交流の場所をつくります。

３２年度の開設を目指し、新尾久図書館を宮前公園内に整備します。

リサイクル本や寄贈本などを活用しながら「街なか図書館」を整備し、
区民が身近に読書できる環境を広げて行きます。

区民がいつでもどこでも本に触れられるように、区内の施
設と連携して「街なか図書館」を整備し、読書環境を充実

【ゆいの森あらかわ】 【新尾久図書館外観イメージ】

既存の枠を越え多世代を対象とした事業をゆいの森あらかわで行います。

事業名　「読書のまち　あらかわ」の推進＜新規＞

９億７，３０５万円

　【ＰＲポイント】

新たな尾久図書館を荒川区初の公園内図書館として整備
し、様々な世代が集うコミュニティを育成
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